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企画の趣旨1

ネオファーム「都市特殊農地」とは・・・

これまで農業とは土地利用上の農地として定められた土地で生産されたものを流通する流通することを指しました。
新たな都市型農業と都市の特殊農地として土地利用上、農地ではないビルの屋上や屋内、公開空地や公園、都市の緑地
などの人工地盤での生産、宅地などのベランダや庭での生産、農地以外での植物工場やプラントなどの都市部の農地以
外の農地を都市特殊農地と呼びます。
特に都市部のヒートアイランド現象防止やＣＯ２削減、都市環境の整備などで活用される屋上緑化や校庭緑化などの

新たな振興策として緑地スペースでの農作物生産とその活用モデルが都市部の緑化と食の様々な問題解決、新たなコ
ミュニティの育成や教育、都市と農村の交流の場として期待されています。
また、屋上緑化など都市緑化と生産緑地化などとの連動で不動産の価値の向上や維持管理費の軽減、市民交流などに

よる集客やプロモーションのほか、テナント対策やＣＳＲなどにも結びつけることができます。
農用地想定としてはオフィスや商業用の不動産や工場などの屋上や緑地スペース、学校などの屋上や校庭、教育施設

内、園芸療法やリハビリテーションを兼ねた病院の屋上や緑地スペースなどとその活用プログラムとの連動が求められ
ています。

はじめに

食は、我々が生きていく上で不可欠な要因であるとともに、我々の生活を豊かにする文化的および経済的視点からも
重要な位置を占めることになっています。食の学問や技術､産業は､人類の命と健康を守るという役割を担う戦略産業で
あるだけでなく、食と農で110兆円、就業人口1300万人、更に関連分野を含むと食を担う産業の市場規模は大きなも
のがあります。
この我々にとって重要な食が、現在、多方面にわたり大きな課題を抱えています。国際的対応を迫られる食糧問題、

環境問題、エネルギー問題と国内自給率など、食の安全安心対応への期待とその科学的根拠や課題解決策の必要性、食
の生活スタイルの変化や食に関連する制度や施策の改革、食育等の国民普及プランの必要性など多岐にわたります。
そうした食に関る課題解決を都市問題、環境問題、コミュニティ育成、IT化などのシーズとの連動、ソリューション

との連動を持つことにより、更なるイノベーションを生み出す原動力としてプロトタイプの事業を創造する試みを始め
ました。それが新たな農地の農業技術の創造です。屋上緑化と菜園、新照明技術による植物プラントや屋内菜園、IT技
術や空間知能化によるデジタルファーム、学校教育ファームと食育プログラム、家庭菜園コミュニティの形成など異分
野の科学や技術、ビジネスのコラボレーションによる「ネオ・ファーム」構想です。
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企画の趣旨2

「やっちゃ場」とは・・・

「やっちゃ場」の「やっちゃ」とは競(せ)りのかけ声で、東京では青物（青果）
市場のことを言います。
東京では秋葉原駅前にこのやっちゃ場、つまり神田青果市場がありましたが、

現在は太田市場に移転しました。やっち場の後は、再開発により、クロスフィー
ルド、ＵＤＸという近代的なビルとなっています。現代のやっちゃ場は様々な分
野が交流（クロス）先端的な知（ナレッジ）が集積することによるイノベーショ
ンが生れる新たな名所となりました。
この場所で新たな知によりうまれる農業と都市のコラボレーションを象徴する

屋上や屋内など人工地盤での生産緑地、市民農園農などでの農業生産物をテーマ
とした現代のやっちゃ場を再現します。
生産者と流通、消費者の交流の場であり、屋上などの特殊緑化や自然エネルギー、
バイオテクノロジー、ＩＴ技術や新たなビジネスモデルなど現代の都市型特殊農
業の英知の交流の機会でもあります。

新たな「やっちゃ場」では・・・

都市の特殊農地等の技術向上や普及啓発、また屋上菜園や家庭菜園、市民農園
などで生産された農作物や加工品の販売市場、交換市場としての直売諸機能を
我々は新たな「やっちゃ場」として復活させます。
家庭でもベランダ菜園などが普及し、生活者が生産したものを広く地域の交流

などを目的として流通の機会を作ることが求められています。従来のフリーマー
ケット同様、市民意識がリサイクルや触れ合いを目的としたマーケットが形成さ
れたように、都市部で趣味や環境緑化目的、安全安心や食料自給率向上、食育や
フードマイレージ、クラインガルテンなどをコンセプトとした農作物生産の新た
なマーケット創造を行うことを新やっちゃ場の目的とします。
学校教育などにおいても校庭や屋上で子供たちが生産したものを販売まで子供

たちの手で携わることによりその生産物の価値を理解することができるようにな
ります。こうした活動の場と機会を全国に拡大していくことを行ってまいります。

都市特殊農地等

建築技術、バイオ、
ＩＴ、エネルギー他

都市部市場

生産者

集荷販売
市場

新たな農業
技術・設備

種・肥料、耕作機器

消費者

不動産
所有者

流通小売

地産地消

新やっちゃ場
（直売所機能含む）

生産者 市民活動（食育・地域
コミュニティ）として
生産～販売～消費まで




